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D-termの定義の違い
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D-termの定義の違い
のなかにもD-termが含まれているので、D-form factorを と置いて、 

D-termで表す。別にわざわざD-form factorをこう置く必要はなかった。
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ということで、

左辺はHAL QCDや実験ならフェムトスコピーで得られる。これをD-termについて解く。
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江島廉グループミーティング 3

HackettらのlatticeのGFFsを入力
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GFFsをtripoleでfit後、エネルギー密度と圧力分布を計算
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HackettらのlatticeのGFFsを入力
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エネルギー密度、圧力分布からポテンシャルを 
計算し、積分してD-termを求めると、 
元のD-term fit結果と一致することを確認。
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J/ψのサイズ
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先日書いた論文では、J/ψの有限サイズを 
考慮してポテンシャルをスメアすると 
HAL QCDと短距離を除いて良く一致した。 
今回もこの処方を行うべきでは。
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スメア
HAL QCD
Lattice-QCD GFFs + Mult.Pole
smeared, sigma=0.340 fm
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まず を、 
HAL QCDのデータ、 
latticeのGFFsから計算したもの、 
さらにJ/ψのサイズでスメアしたもの 
をプロット。 

※  

ちょっとJ/ψにしては大きめ。

V(r), r2V(r)

σ = 0.34[fm] → rJ/ψ = 3σ = 0.59[fm]

V(r) = − αnS
4π
b ( g2

g2
s )[νϵ(r) − 3p(r)]

Vsmear(r) = ∫ d3r′￼ρJ/ψ( |r − r′￼| )V(r′￼)
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スメア前後D-termの対応mapを作る
スメアの逆関数を使えば実験結果からスメア前のポテンシャルが引き出せる？ 
→指数関数によって振動させられてかなり難しかったので諦め。 
前ページで決めたスメアの条件(J/ψのサイズ)は固定したまま、 
input D-termを振って、スメア後D-termを調べ、スメア前後の対応mapを作っておく

V(r) = − αnS
4π
b ( g2

g2
s )[νϵ(r) − 3p(r)]

Vsmear(r) = ∫ d3r′￼ρJ/ψ( |r − r′￼| )V(r′￼)

↓真のD-termを動かす

↓スメアする

スメア入りのeffectiveなD-termが得られる

実験ではスメアの逆関数を使って 
この逆手順を踏みたかったが、 
難しかったので対応mapを作る

←この手順でeffective D-termを計算し、 
真のD-termと積分範囲上限Rの関数としてプロット

※このスメア後の場合でもやはり 等の係数は 
D-termを求める際に約分されて消える。

αnS
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スメア前後D-termの対応mapを作る
スメアの逆関数を使えば実験結果からスメア前のポテンシャルが引き出せる？ 
→指数関数によって振動させられてかなり難しかったので諦め。 
前ページで決めたスメアの条件(J/ψのサイズ)は固定したまま、 
input D-termを振って、スメア後D-termを調べ、スメア前後の対応mapを作っておく

slope 1
R=0.4 fm
R=0.8 fm
R=1.0 fm
R=1.3 fm
R=1.7 fm
R=4.0 fm

-6 -5 -4 -3 -2 -1 0 1
-10

-8

-6

-4

-2

0

2

4

input true D-term

D
-te
rm
fro
m
sm
ea
re
d
V,
fin
ite
R

V(r) = − αnS
4π
b ( g2

g2
s )[νϵ(r) − 3p(r)]

Vsmear(r) = ∫ d3r′￼ρJ/ψ( |r − r′￼| )V(r′￼)

↓真のD-termを動かす

↓スメアする

スメア入りのeffectiveなD-termが得られる



江島廉グループミーティング 9

スメア前後D-termの対応mapを作る
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Latticeや各種EFTの結果と比較してもかなり自然な値
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スメア前後D-termの対応mapを作る
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真のD-termをeffective D-termと 
積分範囲上限Rの関数としてプロット つまりこういう使い方
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スメア前後D-termの対応mapを作る
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スメア前後D-termの対応mapを作る
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スメア前後D-termの対応mapを作る
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スメア前後D-termの対応mapを作る
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スメア前後D-termの対応mapを作る


